
〈宣言日・変更日〉　令和　元　年　１１　月　２８　日

ゴール 来年度の取組目標

残存する鉛製給水管率を10.3パーセントまで減らす
ため、当組合員も協力する。

老朽化した水道管の更新率を0.6パーセントまで引き
上げるために、当組合員も協力する。

多くの組合員にクリーン作戦への参加を呼び掛け
る。

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

職　名

氏　名

事業所・団体名称
（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　　　）

代表者　職・氏名

理事長

望月　昭宏

これまでの取組

残存する鉛製給水管率を11.6パーセントまで減らし
てきた。

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://shimizu-kankoji.or.jp

現在は、老朽化した水道管の更新率0.25パーセント
である。

海洋汚染防止のため、興津川クリーン作戦に参加す
る。

男性　　35　 人　　女性　　1　 人　　　計　　36　 人

清水管工事システム協同組合

４．電気・ガス・熱供給・水道業

〒４２４－０８２２
静岡市清水区旭町３番２２号

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

静岡市と協力・連携し、市民にとって、最も身近なライフラインである水道を持続し続けることができ
るよう取組を行っている。

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

静岡市とともに、『子どもたち、孫たちの世代に健全で強靭な水道を引き継ぎ、現在の水道サービスの
水準を維持できる、持続可能な水道事業』の実現を目指す。

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

http://shimizu-kankoji.or.jp/

